













 研究科・専攻  東北大学大学院経済学研究科(博士課程後期3年の課程)
 経営学専'攻
 論文題目経営戦略の社会性に関する一考察
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博士論文審査委員  (主査)
教授大滝精一 教授河野大機
 論文内容の要旨
 1.企業の社会貢献概念拡張の必要性
 企業の社会貢献を意味するコーポレート・フィランソロピーは米国が発祥の地である。フィラン
 ソロピーは社会の問題解決や福利向上に努める個人(市民)の行動として発達した。1953年の判決
 で企業の慈善的寄付が認められると、1960年代には多くの企業がフィランソロピー活動に参加する
 ようになった。その後、企業の社会貢献を容認する論理が確立されるとともに、米国社会の荒廃に
 対する企業の危機感が高まったことも相俟って、1970～1980年代には企業の寄付金が急速に伸びて
 いった。
 わが国では戦前に企業の社会貢献の萌芽が見られるが、本格的に企業が社会貢献を行うようになっ
 たのは1985年のプラザ合意以降のことである。日本企業は、進出先の米国に学んで、企業の社会貢
 献を体系化し、組織的に実施していった。また、バブル経済は企業に余裕資金を与え、企業の社会
 貢献は急速に普及・発展していった。やがてバブル崩壊によって大規模な協賛イベントは減少した
 が、企業の社会貢献は社会福祉や環境の分野にも広がり、多様化するとともに深化していった。
 企業の社会的責任は、企業の社会貢献を行う根拠とされる。企業の社会的責任とは、合法性の確
 保を前提として、環境主体の諸種の期待を最大限に充足するよう自発的に対応することである。自
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 を満足させるとともに、社会的価値を創造し、企業の存続と発展を支えていくものとなる。
 3.NPOとの連携がもたらす新たな潮流
 わが国における企業の社会貢献は』1980年代に体系的かつ組織的に推進していくという機運が高
 まった。しかし、その活動資金となる余剰を生みだしていた「バブル経済」が崩壊すると、企業の
 社会貢献も例外的な取り扱いを受けることなく見直しの対象とされた。その一方で、企業の社会貢
 献は、継続的に取り組まれ、効果的な活動となるよう工夫がなされることによって、多様で多彩な
 活動へと発展していった。そうした状況は、企業が活動分野やテーマの特定、「草の根団体」の先
 駆的な活動の支援、さまざまな企業の資源の活用、企業間ネットワークの確立、ならびにNPO
 (Non-ProfitΩrganization、民間非営利組織)的な事業の発展といった企業の社会貢献の変化に現
 出している。
 近年、欧米においてはNP()に関する研究活動が、ビジネススクールなどで活発化しており、先
 導的なNPOの活動を支えているr社会起業家」や「市民起業家」といった存在が注目されている。
 わが国においても、阪神・淡路大震災を契機として、NP〔)に対する関心が高まり、NPOに法人
 格を付与し、社会的な認知を促進するため、1998年3月に「特定非
 営利活動促進法(NPO法)」が成立した。NP()は、「社会的使命を実現したいという個人の思い
 や志を社会的な力に変えるしくみであり、市場では提供できない社会サービスを民間で供給する仕
 掛けないしは事業体」である。社会における先駆的課題に専門性と独自能力を発揮して取り組んで
 いるNPOに、企業は期待を寄せていった。企業とNP()の関係は、米国では「クロス・セクター・
 パートナーシップ」といわれる研究分野として確立されている。企業とNPOの関係性には、「独
 立」「交流」「競合」「支援」「交換」「協働」の6つの状況が考えられる。このNPOとの関係性を
 プロセスとしてとらえて、「交流」「支援」「交換」「協働」と発展させていくことによって、社会的
 なイノベーションを取り込み、新たな資源や能力を獲得することに、企業は重要な戦略性を見いだ
 している。ここに企業は、イノベーション創出のためにNP()の「協働」を志向した経営戦略の再
 検討が要請される。
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 4.社会との相互作用による知識創造の経営戦略
 世界経済の急速なグローバル化の進展によって.めまぐるしく変化している環境は、より不透明
 となり、一層流動化するとともに、従来にもまして不確実性が増加してきている。こうして急速に
 変化していく環境に対して、企業は、選択した「トレードオフ」を解消するよう効果的に経営資源
 を配分していくという、経営資源を所与とした分析型戦略論では対応できないと考えている。そこ
 で、経営資源が時間とともに蓄積されていくものとして、企業外との相互作用によって競争優位の
 源泉となる経営資源を獲得していき、さまざまなイノベーションを創出していくことによって、企
 業はその生存を確保し、成長・発展していくことを目指している。
 企業は、「外」との相互作用によって競争優位の源泉となる経営資源である知識や能力を蓄積し
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 をもち、またこれらの諸要素に社会貢献を埋め込むことによって、社会的価値を創造する事業活動
 を行うことが可能になることが指摘される。
 第3部では、1990年代以降の企業の社会貢献の変化に注目しながら、特にNPOの台頭とその役
 割について、国内外の状況も踏まえて分析するとともに、企業とNPOとの新たな関係を双方の連
 携の視点から考察する。両者の連携は、これまでの社会貢献の分野にとどまらず、最近では事業そ
 のものの創造の領域にも拡張しつつあり、そのマネジメントが経営戦略の重要な課題となっている。
 最後の第4部においては、このように至った企業とNPOとの新たな関係を、社会との相互作用
 による知識創造という視点からとらえ、こうした知識創造の場をうまくマネジメントすることが、
 企業に要請されていることが述べられる。イノベーションの創出が経営戦略の本質とすれば、その
 源泉を社会から獲得しようとする上述のようなアプローチこそ、経営戦略の社会性と呼ぶにふさわ
 しいものであり、このような展望の中に、企業は新たな存続と発展の方向を見い出すことができる
 ことが主張される。
 以上のように、本論文は、従来の企業の社会貢献の概念の再検討から出発して、経営戦略の社会
 性に関して多面的でかつ深い考察を展開している.社会貢献の概念を広く定義しすぎたために、論
 点が幾分わかりにくくなっているくらいはあるものの、全体として、企業と社会の関係についての
 新たな視点と分析枠組を提起している論文として評価することができる。このような審査結果から、
 本論文は、博士(経営学)論文として合格と判定する。
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